
【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都特別支援教育性教育研究会】 

Ⅰ 団体の目的 

特別支援学校、特別支援学級等における性教育の在り方について、学習指

導要領に基づき追究し、実践研究を積み重ねることを目的とする。 

Ⅱ 団体の概要 

東京都において、性教育に関する研究組織として、小学校、中学校、高等学

校には性教育研究会があり、活動を継続しているが、特別支援教育における

特別支援学校に関しては休会状態で、長年の課題となっていた。 

昨今、特別な支援を必要とする児童・生徒の性教育の必要性と充実が求め

られている実情を踏まえ、令和５年度より東京都教育委員会研究推進団体の

認定を受け、計画的に活動を進めることとした。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の内容 

（１）障害のある児童・生徒の性教育、性に関する指導について、研

究・研修を進める。 

（２）東京都教育委員会研究推進団体として、研究の成果を広く都内学

校に普及する。 

（３）学習指導要領に基づき、「性教育の手引き」（平成 31年３月 東 

京都教育委員会）を参考に、公立学校における性教育の在り方を

追究する。 

（４）児童・生徒の実態、保護者のニーズを踏まえ、実践的な対応につ

いて研究し、周囲の人々の正しい理解と支援を促し、障害のある

児童・生徒の社会参加と自立に資する研究を進める。 

（５）東京都性教育研究会に加盟し、東京都小学校性教育研究会、東京

都中学校性教育研究会、東京都高等学校性教育研究会と連携し、

性に関する指導の研究と成果普及に努める。 

Ⅳ 先行事例に学ぶ（１） 

 東京学芸大学附属特別支援学校 蓮香美園先生より「東京学芸大学・

障害児性教育ガイドブック開発研究会」20項目の指導案・教材・評価

用ワークシート３点の内容、活用例について情報提供していただいた。

特別な支援を必要とする児童・生徒へのレディネスを見極め、必要な学

習の展開を考える機会となった。 

必要な学習が展開さ

令和５年５月２０日（土） 第１回研究協議会の様子 

国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟で実施 

 

 

研究主題 障害のある子供たちへ性教育を進めるために 

～東京都特別支援教育性教育研究会の再出発～ 



【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都特別支援教育性教育研究会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 先行事例に学ぶ（２） 

東京都心身障害者福祉センター山本良典先生より「障害のある子の性と

支援」（子どもたちがすてき大人になるために）のテーマで御講演いただ

いた。山本先生から、性教育の内容と目標 25 項目について示していただ

き、今後の研究活動に反映させるため、本研究会の参加者へ「性教育の内

容に関する意向調査」を行った。特別支援教育における性教育の現状と課

題について把握することができた。以下、調査の一部を紹介する。 

  

 

Ⅵ 今後の活動について 

平成 31年３月に東京都教育委員会から出された「性教育の手引き」の

内容を踏まえて、更に具体化した「年間指導計画」の作成につながるよ

う提案していく。また、性教育を推進する委員会を校内に設置するなど

東京都教育委員会や校長会に提言することを進めていく。今後も特別な

支援が必要な児童・生徒の性教育を推進していくために特別支援学校、

特別支援学級における実践を積み重ねて、語り合える場を拡充していき

たい。 

Ⅶ 第６回研究協議会（研究成果報告会）について 

日 時 令和６年１月 13日（土）14時 00分～16時 00分 

場 所 教職員研修センター111 研修室（定員 150名） 

内 容 （１）成果報告 

（２）東京都教育委員会から指導・助言 

（３）記念講演「対人関係をよくするために」 

講師 東京都心身障害者福祉センター 山本 良典 先生 

 
＜令和５年度連絡先＞ 

団体名 東京都特別支援教育性教育研究会 

代表者 

所属 東京都墨田特別支援学校 

職 氏名 校長 朝日 滋也 

連絡先 03-3619-4851 

事務局 

所属 東京都立志村学園 

職 氏名 主幹教諭 橋爪 淳 

連絡先 03-3931-2323 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

東京都性教育研究会ＨＰに掲載 

https://toseiken-office.com/ 

 

 

【性教育の内容に関する意向調査①】 

性教育 指導の必要性について 

【性教育の内容に関する意向調査②】 

性教育 指導の時期について 

必要性がある
必要性がある

（男女別に）

必要なときに

個別に

学校で指導す

る必要はない
分からない

Aの項目 84% 12% 5%

Bの項目 38% 38% 20% 3% 1%

Cの項目 79% 10% 9% 1% 1%

全体（25項目） 64% 22% 12% 1% 0.7%

小学校（小学

部）低学年

小学校（小学

部）高学年

中学校

（中学部）

高校

（高等部）
卒業後 その他

Aの項目 34% 32% 23% 9% 3%

Bの項目 5% 36% 34% 19% 5% 0.9%

Cの項目 15% 18% 29% 24% 12% 0.4%

Dの項目 2% 13% 31% 37% 17% 0.6%

全体（25項目） 13% 27% 30% 22% 8% 0.6%

https://toseiken-office.com/

